
JP 2017-29651 A 2017.2.9

10

(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】体内の情報を継続的に測定できる情報処理装置
を提供する。
【解決手段】所定の波長の光を発光する発光部３３、３
４と、対象物からの反射光を撮像する撮像部と、撮像部
で撮像された画像を解析する解析部５４と、解析部で解
析された解析結果を記憶する記憶部５５と、記憶部に記
憶されている解析結果を他の装置に送信する通信部と、
発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部とを備え
、体内に埋め込まれ、動作する。発光部は、異なる波長
の光を発光する。例えば、発光部は、赤外光と赤色光を
それぞれ発光し、解析部は、赤外光の反射光と赤色光の
反射光との比率から、血中の酸素飽和度を測定する。本
技術は、体内に埋め込まれ、体調に係わる情報を取得す
る情報処理装置に適用できる。
【選択図】図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　所定の波長の光を発光する発光部と、
　対象物からの反射光を撮像する撮像部と、
　前記撮像部で撮像された画像を解析する解析部と、
　前記解析部で解析された解析結果を記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶されている前記解析結果を他の装置に送信する通信部と、
　発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部と
　を備え、
　体内に埋め込まれ、動作する
　情報処理装置。
【請求項２】
　前記発光部は、異なる波長の光を発光する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項３】
　前記発光部は、赤外光と赤色光をそれぞれ発光し、
　前記解析部は、前記赤外光の反射光と前記赤色光の反射光との比率から、血中の酸素飽
和度を測定する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項４】
　前記撮像部を構成する１画素の１辺は、ヘモグロビンの大きさよりも小さい
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項５】
　前記撮像部は、ヘモグロビンを撮像し、
　前記解析部は、撮像されたヘモグロビンの移動距離を算出し、血流の速度を測定する
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項６】
　前記発光部による発光と、前記通信部による通信は、時分割に行われる
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項７】
　前記電池部は、バイオ電池を含む
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項８】
　前記他の装置は、携帯端末であり、前記解析結果が前記体内の異常を示す場合、アラー
トを出す
　請求項１に記載の情報処理装置。
【請求項９】
　所定の波長の光を発光する発光部と、
　対象物からの反射光を撮像する撮像部と、
　発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部と
　を備え、体内に埋め込まれ、動作する情報処理装置であり、
　前記撮像部で撮像された画像を解析し、
　解析された解析結果を他の装置に送信する
　ステップを含む情報処理方法。
【請求項１０】
　所定の波長の光を発光する発光部と、
　対象物からの反射光を撮像する撮像部と、
　発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部と
　を備え、体内に埋め込まれ、動作する情報処理装置を制御するコンピュータに、
　前記撮像部で撮像された画像を解析し、
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　解析された解析結果を他の装置に送信する
　ステップを含む処理を実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本技術は、情報処理装置、情報処理方法、並びにプログラムに関する。詳しくは、体内
から所定の情報を得て、処理する情報処理装置、情報処理方法、並びにプログラムに関す
る。
【背景技術】
【０００２】
　ユーザの健康に対する興味は高まり、健康維持に対する要望が高まっている。家庭内な
どでも血圧が測れる血圧測定器なども普及している。また特許文献１では、非侵襲な成分
濃度測定装置および成分濃度測定装置制御方法についての記載がある。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開2010-139510号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　従来からある血圧測定器や、特許文献１で提案されている成分濃度測定装置などでは、
その装置があるところでしか測定ができなかった。例えば、ユーザは、体調の変化を感じ
たときに測定したいと所望しても、装置がなければ測定することはできなかった。また、
このような装置では、常時測定するようなことは困難であり、体調の変化を検出すること
は難しかった。
【０００５】
　本技術は、このような状況に鑑みてなされたものであり、体調の変化を検出することが
できるようにするものである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本技術の一側面の情報処理装置は、所定の波長の光を発光する発光部と、対象物からの
反射光を撮像する撮像部と、前記撮像部で撮像された画像を解析する解析部と、前記解析
部で解析された解析結果を記憶する記憶部と、前記記憶部に記憶されている前記解析結果
を他の装置に送信する通信部と、発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部とを備え
、体内に埋め込まれ、動作する。
【０００７】
　前記発光部は、異なる波長の光を発光するようにすることができる。
【０００８】
　前記発光部は、赤外光と赤色光をそれぞれ発光し、前記解析部は、前記赤外光の反射光
と前記赤色光の反射光との比率から、血中の酸素飽和度を測定するようにすることができ
る。
【０００９】
　前記撮像部を構成する１画素の１辺は、ヘモグロビンの大きさよりも小さいようにする
ことができる。
【００１０】
　前記撮像部は、ヘモグロビンを撮像し、前記解析部は、撮像されたヘモグロビンの移動
距離を算出し、血流の速度を測定するようにすることができる。
【００１１】
　前記発光部による発光と、前記通信部による通信は、時分割に行われるようにすること
ができる。
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【００１２】
　前記電池部は、バイオ電池を含むようにすることができる。
【００１３】
　前記他の装置は、携帯端末であり、前記解析結果が前記体内の異常を示す場合、アラー
トを出すようにすることができる。
【００１４】
　本技術の一側面の情報処理方法は、所定の波長の光を発光する発光部と、対象物からの
反射光を撮像する撮像部と、発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部とを備え、体
内に埋め込まれ、動作する情報処理装置であり、前記撮像部で撮像された画像を解析し、
解析された解析結果を他の装置に送信するステップを含む。
【００１５】
　本技術の一側面のプログラムは、所定の波長の光を発光する発光部と、対象物からの反
射光を撮像する撮像部と、発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部とを備え、体内
に埋め込まれ、動作する情報処理装置を制御するコンピュータに、前記撮像部で撮像され
た画像を解析し、解析された解析結果を他の装置に送信するステップを含む処理を実行さ
せる。
【００１６】
　本技術の一側面の情報処理装置、情報処理方法、並びにプログラムにおいては、所定の
波長の光が発光され、対象物からの反射光が撮像され、撮像された画像が解析され、解析
された解析結果が記憶され、記憶された解析結果が他の装置に送信され、発電し、蓄電し
、各部に電力を供給する電池部が備えられている。
【発明の効果】
【００１７】
　本技術の一側面によれば、体調の変化を検出することができる。
【００１８】
　なお、ここに記載された効果は必ずしも限定されるものではなく、本開示中に記載され
たいずれかの効果であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】本技術を適用した情報処理システムの一実施の形態の構成を示す図である。
【図２】情報処理装置の構成を示す図である。
【図３】測定部の構成を示す図である。
【図４】発光と測定について説明するための図である。
【図５】ヘモグロビンの吸光係数について説明するための図である。
【図６】画素の大きさについて説明するための図である。
【図７】情報処理装置の動作について説明するための図である。
【図８】記録媒体について説明するための図である。
【発明を実施するための形態】
【００２０】
　以下に、本技術を実施するための形態（以下、実施の形態という）について説明する。
なお、説明は、以下の順序で行う。
　１．システムの構成
　２．情報処理装置の構成
　３．情報処理装置の動作
　４．記録媒体について
【００２１】
　＜システムの構成＞
　図１は、本技術を適用した情報処理システムの一実施の形態の構成を示す図である。本
技術は、人の体内の所定の位置に埋め込まれ、所定の情報、例えば血圧などを測定し、所
定の間隔で測定した値を体外の装置に出力するシステムに適用できる。
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【００２２】
　情報処理システムは、人の例えば腕１１に埋め込まれた情報処理装置１２、中継端末１
３、ネットワーク１４、および管理端末１５を含む。情報処理装置１２は、図２を参照し
て後述するような構成を有し、血流、酸素濃度などの情報を収集する。中継端末１３は、
例えば携帯電話機（スマートフォン）などの携帯端末で構成でき、情報処理装置１２と通
信することができる端末である。
【００２３】
　情報処理装置１２は、収集した情報を所定の間隔で、中継端末１３に対して送信する。
中継端末１３は、受信した情報を、記憶する構成とされていても良いし、ネットワーク１
４を介して、管理端末１５に供給する構成とされていても良い。
【００２４】
　すなわち、情報処理装置１２で収集された情報を、中継端末１３で閲覧、解析、管理で
きる構成とすることもできるし、管理端末１５で閲覧、解析、管理できる構成とすること
もできる。また、中継端末１３と管理端末１５の両方で、閲覧、解析、管理できる構成と
することもできる。
【００２５】
　管理端末１５は、例えばパーソナルコンピュータで構成することができる。また、管理
端末１５は、例えば、病院に設置されている端末であるようにすることができ、情報処理
装置１２で収集された情報が、腕１１の人物に異常が発生していることを示すような情報
であった場合、病院のスタッフが対応を取るような仕組みを構築することも可能である。
【００２６】
　＜情報処理装置の構成＞
　図２は、情報処理装置１２の構成を示す図である。情報処理装置１２は、レンズ３１、
測定部３２、発光部３３、発光部３４、通信モジュール３５、および電池モジュール３６
から構成されている。
【００２７】
　情報処理装置１２は、発光部３３，３４で発光された光が、対象物、例えば、血管を流
れるヘモグロビンに当たり反射してきた反射波を、測定部３２で観測（撮像）することで
、例えば結果中の酸素量などを測定する構成とされている。
【００２８】
　通信モジュール３５は、中継端末１３と通信を行うモジュールである。電池モジュール
３６は、情報処理装置１２内の各部に電力を供給するために、発電、蓄電を行う機能を有
しているモジュールである。
【００２９】
　図３は、測定部３２と発光部３３，３４の構成を示す図である。測定部３２は、画素部
５１、ＩＤ記憶部５２、熱センサ５３、解析部５４、および記憶部５５を含む構成とされ
ている。
【００３０】
　発光部３３は、発光部３３－１と発光部３３－２から構成されている。発光部３３－１
と発光部３３－２は、それぞれ異なる波長の光を発光する発光部とすることができる。例
えば、発光部３３－１が発光する光を赤色光とし、発光部３３－２が発光する光を赤外光
とすることができる。
【００３１】
　同様に、発光部３４も、発光部３４－１と発光部３４－２から構成されている。発光部
３４－１と発光部３４－２は、それぞれ異なる波長の光を発光する発光部とすることがで
きる。例えば、発光部３４－１を、赤色光を発光する発光部とし、発光部３４－２を、赤
外光を発光する発光部とすることができる。
【００３２】
　発光部３３－１と発光部３４－１を同一の波長の光を発光する発光部として構成しても
良いし、異なる波長の光を発光する発光部として構成しても良い。同様に、発光部３３－
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２と発光部３４－２を同一の波長の光を発光する発光部として構成しても良いし、異なる
波長の光を発光する発光部として構成しても良い。
【００３３】
　同様の光を発光するように構成した場合、情報処理装置１２は、２種類の波長の光を用
いて所定の情報を収集する構成とされる。また異なる光を発光するように構成した場合、
情報処理装置１２は、４種類の波長の光を用いて所定の情報を収集する構成とされる。
【００３４】
　ここでは、情報処理装置１２は、２種類の波長の光を用いて所定の情報を収集する構成
であるとして説明を続けるが、収集する情報に適した波長の光が用いられるような構成と
することが可能であり、１または複数の波長を発光する発光部を備える構成とすることが
可能である。
【００３５】
　以下の説明においては、発光部３３と発光部３４は、同様の構成とされ、情報処理装置
１２は、２種類の波長の光を用いて所定の情報を収集するとして説明する。また、特に区
別をする必要が無い場合、発光部３３を例に挙げて説明するが、発光部３３が発光してい
るときには、発光部３４も発光している。
【００３６】
　情報処理装置１２は、図４に示すように、例えば、血管１０１側にレンズ３１が向くよ
うに腕１１の所定の位置に埋め込まれる。情報処理装置１２は、体内に埋め込まれるため
、小型化されており、図４に示したように、ａ×ｂ以下の大きさで構成される。例えば、
ａは、２ｍｍ、ｂは、１．５ｍｍである。
【００３７】
　情報処理装置１２の発光部３３で発光された光は、血管１０１の例えば、ヘモグロビン
１０２に当たり、反射して、レンズ３１を介して、画素部５１に入射される。画素部５１
は、例えば、ＣＭＯＳ（Complementary MOS）イメージセンサで構成されている。また画
素部５１は、複数の画素、例えば、１００×１００個の画素が、２次元アレイ的に配置さ
れた構成とされている。
【００３８】
　発光部３３として、赤色光と赤外光を用い、赤色光の照射によるヘモグロビン１０２か
らの反射光を画素部５１で撮像し、また赤外光の照射によるヘモグロビン１０２からの反
射光を画素部５１で撮像し、解析部５４で、それぞれの画像を比較し、解析することで、
例えば、血中の酸素飽和度が検出され、その検出された値が、記憶部５５に記憶される。
【００３９】
　図５は、酸素と結びついたヘモグロビン(HbO2)と、酸素を離したヘモグロビン(Hb)にお
いて、どの光を多く吸収するかを示した吸光度曲線を示す。横軸は、光の波長を表し、縦
軸は、吸光係数を表す。図５に示した２本のグラフは、HbO2とHbが、どの波長をよく吸収
し、どの波長をあまり吸収しないかを表わしている。グラフの線が下に行くほど、その波
長の光を吸収しない、換言すれば、その波長の光を良く通すことを意味する。
【００４０】
　酸素と結びついたヘモグロビン(HbO2)は赤い色をしているが、これは赤い色だけをあま
り吸収せずに通してしまうからである。すなわち、赤い色の吸光度が低いことを示す。一
方、酸素を離したヘモグロビン(Hb)は、黒っぽい色になる。これは光をよく吸収するから
である。
【００４１】
　赤色光を血液に当てると、ヘモグロビンと酸素がより多く結びついていると、それだけ
多くの光が血管１０１を通り抜け、ヘモグロビンで反射され、画素部５１で受光される光
の量が少なくなる。赤外光は、ヘモグロビンと酸素が結びついていても、いなくてもどち
らも、あまり変わらず血液を通り抜ける。
【００４２】
　HbO2が増えHbが減れば、画素部５１で撮像される赤色光（R）は少なくなり、赤外光（I
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R）はあまり変化しない。HbO2が減りHbが増えれば、画素部５１で撮像される赤色光（R）
は多くなり、赤外光（IR）はあまり変化しない。
【００４３】
　すなわち、画素部５１で撮像される赤色光と赤外光の比率（R/IR）が解析されれば、Hb
O2とHbの比率、即ち酸素飽和度を解析できる。このようにして、情報処理装置１２は、血
中の酸素飽和度を測定する。
【００４４】
　また、情報処理装置１２により血流速度が検出されるようにしても良い。画素部５１の
各画素の大きさを、図６に示したように、１辺が３uｍ以下になるように構成する。ヘモ
グロビン１０２の大きさは、約７ｕｍである。画素部５１の画素の大きさを、３uｍとし
た場合、ヘモグロビン１０２の大きさ（７ｕｍ）の半分以下の大きさとなる。
【００４５】
　１画素の大きさを３ｕｍとし、画素部５１を１００×１００画素で構成した場合、画素
部５１の１辺の長さは３００ｕｍとなる。血流速度は、例えば、毛細血管であれば、３０
０ｕｍ／ｓ程度である。例えば、１秒間に１０フレーム程度撮像するようにすれば、血流
速度を測定できる。例えば、１フレーム目で撮像されたヘモグロビン１０２の座標と、２
フレーム目で撮像されたヘモグロビン１０２の座標から、ヘモグロビン１０２の移動距離
が算出されることで、血流速度を算出されるようにすることができる。
【００４６】
　情報処理装置１２は、図３に示したように、熱センサ５３を搭載した構成とすることも
できる。熱センサ５３を搭載した場合、体温を測定することが可能となる。
【００４７】
　このように、情報処理装置１２では、血中の酸素飽和度、血流速度、体温などを測定す
ることができる。ここでは、赤色光と赤外光を用いて、酸素飽和度を測定する例を示した
が、他の波長の光を用いて、酸素飽和度を測定する構成とすることも可能である。
【００４８】
　また、紫外光や可視光などを用いても良い。測定対象に適した光を発光し、撮像し、解
析することで、測定対象を測定することができ、上記した例は一例であり、本技術の適用
範囲を限定する記載ではない。
【００４９】
　情報処理装置１２において、赤血球の流速を測定対象とし、脈拍や血圧の情報が得られ
るように構成することもできる。例えば、測定部３２の解析部５４で、赤血球の流速を測
定し、記憶部５５に記憶し、所定のタイミングで中継端末１３に送信する。中継端末１３
から、さらに管理端末１５に送信されるようにしても良い。ここでは、中継端末１３が以
下の処理を実行するとして説明するが、管理端末１５が行うように構成することも可能で
ある。
【００５０】
　中継端末１３は、受信された赤血球の流速から、脈拍や血圧を算出する。脈拍や血圧の
情報が、解析部５４により生成され、記憶部５５に記憶され、中継端末１３に送信される
ようにしても良い。脈拍や血圧の情報を中継端末１３や管理端末１５で蓄積し、解析する
ことで、例えば、心臓疾患などの症状を発見できるようになる。
【００５１】
　さらに、生活改善や薬の投与などの応用することができる。例えば、血圧が上昇してい
ると判定できるときに、ユーザ（測定対象者、患者など）に注意喚起したり、薬を飲むよ
うに指示を出したりする（メッセージなどを中継端末１３に表示させる）ようにすること
ができる。
【００５２】
　また、情報処理装置１２において、単位当たりの赤血球の数を測定対象とし、血液のド
ロドロ度の情報が得られるように構成することもできる。血液のドロドロ度の情報を中継
端末１３や管理端末１５で蓄積し、解析することで、例えば、脳梗塞や熱中症などの症状
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を発見できるようになる。
【００５３】
　さらに、水分補給のアラームなどの応用することができる。例えば、血液のドロドロ度
が上昇していると判定できるときに、ユーザに注意を喚起したり、水分を取るむように指
示を出したりする（メッセージなどを中継端末１３に表示させる）ようにすることができ
る。
【００５４】
　また、情報処理装置１２において、上記したようにヘモグロビンの濃淡を測定対象とし
、血中の酸素濃度の情報が得られるように構成することもできる。血中の酸素濃度の情報
を中継端末１３や管理端末１５で蓄積し、解析することで、例えば、気管支系の病気や無
呼吸症候群などの症状を発見できるようになる。さらに、無呼吸時にアラームを鳴らすこ
とにより無呼吸時間を短縮させるなどに応用することができる。
【００５５】
　また、情報処理装置１２において、近赤外分光によるスペクトラムを測定対象とし、血
中の糖度の情報が得られるように構成することもできる。血中の糖度の情報を中継端末１
３や管理端末１５で蓄積し、解析することで、例えば、糖尿病などの症状を発見できるよ
うになる。さらに、食事の改善に役立てたり、インシュリンの投与をアラームしたりする
などに応用することができる。
【００５６】
　＜情報処理装置の動作＞
　図７を参照し、情報処理装置１２の動作について説明する。１サイクルを１時間とし、
１サイクル中に、１回の測定と、１回の送信（通信）が行われる場合を例に挙げて説明す
る。なお、１サイクルを１時間としているが、１サイクルの時間は、１時間に限定を示す
記載ではなく、３０分などでも良いし、２時間などであっても良い。
【００５７】
　時刻ｔ０から時刻ｔ１までの３０分間（３０min）、電池モジュール３６は、充電を行
う。電池モジュール３６は、体内に埋め込まれているため電池交換などは困難であるため
、自己で発電し、蓄積する機能を有する。
【００５８】
　例えば、電池モジュール３６は、バイオ電池などと称される電池を含む構成とすること
ができる。バイオ電池には、例えば、ブドウ糖で発電する電池がある。ブドウ糖で発電す
るバイオ電池は、ブドウ糖を分解する酵素と電子伝達物質を固定化した電極（負極）と、
酸素を還元する酵素と電子伝達物質を固定化した電極（正極）で、セパレーターを挟んだ
構造になっている。
【００５９】
　負極側では、外部からブドウ糖（グルコース）の水溶液を取り込み、ブドウ糖を酵素で
酸化分解する際に電子と水素イオンが取り出される。また、水素イオンは、セパレーター
を介して、負極側から正極側に移動する。正極側では、空気中の酸素を取り込み、電子と
水素イオンによる還元反応によって水が生成される。この一連の電気化学反応を通じて、
電子が外部回路を移動する際に、電気エネルギーが取り出される。
【００６０】
　このようなブドウ糖を用いたバイオ電池を電池モジュール３６内に含まれるようにして
も良い。また、例えば、体温（熱）による発電や、振動を用いた発電を行う素子が、電池
モジュール３６に含まれるようにしても良い。また、非接触電力伝送の技術を用いて、定
期的にユーザが例えば、中継端末１３を情報処理装置１２に近づけ、その時に充電が行わ
れるような構成としても良い。
【００６１】
　電池モジュール３６内には、コンデンサなど、蓄電する機能を有する素子も含まれ、発
電された電力は、蓄電部に蓄電される。このような充電が、まず、時刻ｔ０から時刻ｔ１
の間に行われる。例えば、コンデンサの容量を１００μＦとし、このコンデンサに対して
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充電が行われる。
【００６２】
　時刻ｔ１において、発光部３３と発光部３４は、発光し、測定部３２は、その発光され
た光の反射光を撮像する。また測定部３２は、測定結果を解析することで、所定の情報を
取得する。このとき、電池モジュール３６に蓄電されていた電力が用いられ、発光部３３
，３４における発光と、測定部３２における測定が行われる。また、この発光と測定は、
例えば１秒（１sec）という比較的短い時間内で終わるように構成されている。
【００６３】
　発光と測定には、例えば、１００ｕＷの電力が消費される。１００ｕＷの電力のうち、
５０ｕＷの電力は、発光部３３，３４の発光動作に用いられ、５０ｕＷの電力は、測定部
３２の測定動作に用いられる。
【００６４】
　時刻ｔ２において、発光と測定が終了されると、測定結果は、測定部３２の記憶部５５
（図３）に記憶される。また、時刻ｔ２から、電池モジュール３６における充電が開始さ
れる。時刻ｔ２から時刻ｔ３まで、電池モジュール３６での充電が行われる。
【００６５】
　時刻ｔ３において、通信モジュール３５による通信が実行される。通信には、例えば、
１００ｕＷの電力が消費される。通信モジュール３５による通信は、測定部３２内の記憶
部５５に記憶されている情報が読み出され、ＩＤ記憶部５２に記憶されているＩＤと関連
付けられた状態で、中継端末１３に送信する通信である。
【００６６】
　この通信は、例えば１秒（１sec）という比較的短い時間内で終わるように構成されて
いる。通信は、例えば、ブルートゥース（Bluetooth（商標））を用いた通信とすること
ができる。
【００６７】
　なお、測定された情報がない場合（記憶部５５に記憶されている情報がない場合）など
には、ＩＤだけが送信されるようにしても良い。
【００６８】
　このように、測定動作と通信動作を、時分割処理化することで、測定動作と通信動作に
係る電力を分散することができる。仮に、測定動作と通信動作を同時（連続）に行うと、
上記した例だと、２００ｕｗの電力が必要となり、電池モジュール３６で充電する容量も
、２００ｕｗの電力が得られる能力が必要となる。
【００６９】
　しかしながら、上記したように、測定動作と通信動作を、時分割処理化することで、測
定動作と通信動作に係る電力を分散することができ、電池モジュール３６で充電する容量
も、１００ｕｗの電力が得られる能力で良くなる。
【００７０】
　情報処理装置１２を体内に埋め込むことを考慮すると、電池モジュール３６の発電の能
力を高めたり、蓄電容量を大きくしたりすることは難しくなる可能性がある。よって、電
池モジュール３６の発電の能力が低くても、また蓄電容量が小さくても動作するようにす
るために、測定動作と通信動作を、時分割処理とすることは有効である。
【００７１】
　このように、本技術によれば、情報処理装置１２で体調に係わる情報を取得し、定期的
に中継端末１３や管理端末１５に、その情報を供給することが可能となる。例えば、従来
の血圧の測定器の場合、その測定器があるところでしか測定ができなかったが、本技術に
よれば、測定器のある場所によらず、測定することができる。よって、１日に複数回、測
定を行うことが可能となり、継続した測定が可能となる。
【００７２】
　上記した例では、１時間に１回程度の測定が可能となる。よって、１日のうちで体調の
変化を細かく測定し、記録することが可能となる。またこのような測定は、利用者が意識
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的に行う、例えば、血圧測定器を装着して血圧を測定するといった意識的に行わなければ
ならないわけではなく、利用者（患者）側が意識せずに（利用者にとっては自動的に）行
うことが可能となる。このことにより、利用者の心理的負担を軽減させることが可能とな
る。
【００７３】
　また、中継端末１３や管理端末１５で体調の管理を行うことが可能となるため、上記し
たように、水分補給を促すアラートや、薬を飲むことを促すアラートを、体調の変化に応
じて行うことが可能となる。また、管理端末１５で、情報処理装置１２で得られた情報を
管理し、解析するようにすれば、より細かい解析を行うことが可能となり、病気の早期発
見などにいかすことも可能となる。
【００７４】
　なお、情報処理装置１２は、１人体に対して１個だけ埋め込まれるのではなく、複数個
埋め込まれるようにしても良い。また埋め込まれる場所により、取得される情報が異なる
ようにすることも可能であり、複数の情報により、個人の体調を管理できるようにするこ
とも可能である。
【００７５】
　＜記録媒体について＞
　上述した一連の処理は、ハードウエアにより実行することもできるし、ソフトウエアに
より実行することもできる。一連の処理をソフトウエアにより実行する場合には、そのソ
フトウエアを構成するプログラムが、コンピュータにインストールされる。ここで、コン
ピュータには、専用のハードウエアに組み込まれているコンピュータや、各種のプログラ
ムをインストールすることで、各種の機能を実行することが可能な、例えば汎用のパーソ
ナルコンピュータなどが含まれる。
【００７６】
　図８は、上述した一連の処理をプログラムにより実行するコンピュータのハードウエア
の構成例を示すブロック図である。コンピュータにおいて、ＣＰＵ（Central Processing
 Unit）２０１、ＲＯＭ（Read Only Memory）２０２、ＲＡＭ（Random Access Memory）
２０３は、バス２０４により相互に接続されている。バス２０４には、さらに、入出力イ
ンタフェース２０５が接続されている。入出力インタフェース２０５には、入力部２０６
、出力部２０７、記憶部２０８、通信部２０９、及びドライブ２１０が接続されている。
【００７７】
　入力部２０６は、キーボード、マウス、マイクロフォンなどよりなる。出力部２０７は
、ディスプレイ、スピーカなどよりなる。記憶部２０８は、ハードディスクや不揮発性の
メモリなどよりなる。通信部２０９は、ネットワークインタフェースなどよりなる。ドラ
イブ２１０は、磁気ディスク、光ディスク、光磁気ディスク、又は半導体メモリなどのリ
ムーバブルメディア２１１を駆動する。
【００７８】
　以上のように構成されるコンピュータでは、ＣＰＵ２０１が、例えば、記憶部２０８に
記憶されているプログラムを、入出力インタフェース２０５及びバス２０４を介して、Ｒ
ＡＭ２０３にロードして実行することにより、上述した一連の処理が行われる。
【００７９】
　コンピュータ（ＣＰＵ２０１）が実行するプログラムは、例えば、パッケージメディア
等としてのリムーバブルメディア２１１に記録して提供することができる。また、プログ
ラムは、ローカルエリアネットワーク、インターネット、デジタル衛星放送といった、有
線または無線の伝送媒体を介して提供することができる。
【００８０】
　コンピュータでは、プログラムは、リムーバブルメディア２１１をドライブ２１０に装
着することにより、入出力インタフェース２０５を介して、記憶部２０８にインストール
することができる。また、プログラムは、有線または無線の伝送媒体を介して、通信部２
０９で受信し、記憶部２０８にインストールすることができる。その他、プログラムは、
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ＲＯＭ２０２や記憶部２０８に、あらかじめインストールしておくことができる。
【００８１】
　なお、コンピュータが実行するプログラムは、本明細書で説明する順序に沿って時系列
に処理が行われるプログラムであっても良いし、並列に、あるいは呼び出しが行われたと
き等の必要なタイミングで処理が行われるプログラムであっても良い。
【００８２】
　また、本明細書において、システムとは、複数の装置により構成される装置全体を表す
ものである。
【００８３】
　なお、本明細書に記載された効果はあくまで例示であって限定されるものでは無く、ま
た他の効果があってもよい。
【００８４】
　なお、本技術の実施の形態は、上述した実施の形態に限定されるものではなく、本技術
の要旨を逸脱しない範囲において種々の変更が可能である。
【００８５】
　なお、本技術は以下のような構成も取ることができる。
（１）
　所定の波長の光を発光する発光部と、
　対象物からの反射光を撮像する撮像部と、
　前記撮像部で撮像された画像を解析する解析部と、
　前記解析部で解析された解析結果を記憶する記憶部と、
　前記記憶部に記憶されている前記解析結果を他の装置に送信する通信部と、
　発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部と
　を備え、
　体内に埋め込まれ、動作する
　情報処理装置。
（２）
　前記発光部は、異なる波長の光を発光する
　前記（１）に記載の情報処理装置。
（３）
　前記発光部は、赤外光と赤色光をそれぞれ発光し、
　前記解析部は、前記赤外光の反射光と前記赤色光の反射光との比率から、血中の酸素飽
和度を測定する
　前記（１）または（２）に記載の情報処理装置。
（４）
　前記撮像部を構成する１画素の１辺は、ヘモグロビンの大きさよりも小さい
　前記（１）乃至（３）のいずれかに記載の情報処理装置。
（５）
　前記撮像部は、ヘモグロビンを撮像し、
　前記解析部は、撮像されたヘモグロビンの移動距離を算出し、血流の速度を測定する
　前記（１）乃至（４）のいずれかに記載の情報処理装置。
（６）
　前記発光部による発光と、前記通信部による通信は、時分割に行われる
　前記（１）乃至（５）のいずれかに記載の情報処理装置。
（７）
　前記電池部は、バイオ電池を含む
　前記（１）乃至（６）のいずれかに記載の情報処理装置。
（８）
　前記他の装置は、携帯端末であり、前記解析結果が前記体内の異常を示す場合、アラー
トを出す
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　前記（１）乃至（７）のいずれかに記載の情報処理装置。
（９）
　所定の波長の光を発光する発光部と、
　対象物からの反射光を撮像する撮像部と、
　発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部と
　を備え、体内に埋め込まれ、動作する情報処理装置であり、
　前記撮像部で撮像された画像を解析し、
　解析された解析結果を他の装置に送信する
　ステップを含む情報処理方法。
（１０）
　所定の波長の光を発光する発光部と、
　対象物からの反射光を撮像する撮像部と、
　発電し、蓄電し、各部に電力を供給する電池部と
　を備え、体内に埋め込まれ、動作する情報処理装置を制御するコンピュータに、
　前記撮像部で撮像された画像を解析し、
　解析された解析結果を他の装置に送信する
　ステップを含む処理を実行させるためのコンピュータ読み取り可能なプログラム。
【符号の説明】
【００８６】
　１２　情報処理装置，　１３　中継端末，　１５　管理端末，　３１　レンズ，　３２
　測定部，　３３，３４　発光部，　３５　通信モジュール，　３６　電池モジュール，
　５１　画素部，　５２　ＩＤ記憶部，　５３　熱センサ，　５４　解析部，　５５　記
憶部

【図１】 【図２】

【図３】
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